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フルオランテン（CAS no. 206-44-0） 

 

文献信頼性評価結果 

 

 
○：既存知見から示唆された作用 

－：既存知見から示唆されなかった作用 

*その他：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用等 

 

フルオランテンの内分泌かく乱作用に関連する報告として、試験管内試験の報告において、エス

トロゲン作用、抗アンドロゲン作用を示すことが示唆された。 

 

(１)エストロゲン作用 

 Vondráček ら(2002)によって、フルオランテン 0.01 から 20μM(=2.02 から 4,040μg/L)までの濃度

に６時間ばく露したヒト乳がん細胞 MVLN(エストロゲン受容体を発現)によるレポーターア

ッセイ(エストロゲン応答配列をもつレポーター遺伝子導入細胞を用いたルシフェラーゼ発現

誘導)が検討されている。その結果として、５μM(=1,010μg/L)の濃度でルシフェラーゼ発現誘導

が認められた。なお、24 時間試験においては、影響は認められなかった。 

また、フルオランテン 10μM(=2,020μg/L)の濃度に６時間ばく露したヒト乳がん細胞

MVLN(エストロゲン受容体を発現)によるレポーターアッセイ(エストロゲン応答配列をもつ

レポーター遺伝子導入細胞を用いたルシフェラーゼ発現誘導)が検討されているが、ルシフェ

ラーゼ発現誘導は認められなかった。 

 

(２)抗アンドロゲン作用 

 Vinggaardら(2000)によって、フルオランテン 0.05、0.1、１、５、10μM(=10.1、20.2、202、1,010、

2,020μg/L)の濃度に 24 時間ばく露(アンドロゲン受容体アゴニスト R1881 0.1nM 共存下)したチ

ャイニーズハムスター卵巣細胞 CHO (ヒトアンドロゲン受容体を発現)によるレポーターアッ

セイ(アンドロゲン応答配列をもつレポーター遺伝子導入細胞を用いたルシフェラーゼ発現誘

導)が検討されている。その結果として、５μM(=1,010μg/L)以上の濃度区でルシフェラーゼ発現

誘導の阻害が認められた。なお、IC50値は 4.6μM(=929μg/L)であった。 
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（平成 27年度第２回化学物質の内分泌かく乱作用に関する検討会 資料 1より抜粋） 

 


